
は
じ
め
に

「
風
」
と
い
う
自
然
現
象
に
依
拠
す
る
尊
格
、
風
を
司
る
神
的
存
在
は
、
東
洋

に
お
い
て
は
風
伯
・
風
神
・
風
神
王
・
風
天
な
ど
の
尊
名
を
も
っ
て
称
さ
れ
る
。

風
神
と
言
え
ば
、
や
は
り
、
日
本
国
内
で
は
妙
法
院
蓮
華
王
院
本
堂
（
三
十
三

間
堂
）
の
風
神
像
（
鎌
倉
時
代
・
十
三
世
紀
）
が
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
ろ
う
。

本
風
神
像
は
、
長
い
風
袋
を
両
肩
に
担
ぎ
、
左
手
で
袋
の
口
を
押
さ
え
、
天
衣

を
ま
と
う
。
炎
髪
、
先
端
が
尖
る
獣
耳
、
牙
が
あ
り
、
上
唇
が
め
く
れ
上
が
る

形
相
の
上
半
身
裸
形
像
で
あ
る
１
。

千
手
観
音
の
眷
属
と
さ
れ
る
「
二
十
八
部
衆
」
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
「
八
部

衆
」
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
群
像
形
式
の
一
つ
で
あ
り
、
七

世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
て
い
る
。
唐
代
の
中
国
の
千
手

観
音
像
に
は
、
諸
眷
属
と
し
て
風
神
が
雷
神
と
と
も
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
通

例
で
あ
る
が
、
こ
の
風
神
の
姿
は
（
三
十
三
間
堂
の
風
神
像
も
同
様
）、
中
国
古

代
の
風
伯
、さ
ら
に
イ
ン
ド
に
お
け
る
方
位
神
の
風
天
な
ど
と
は
姿
が
異
な
り
、

性
格
・
役
割
も
一
線
を
画
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
千
手
観
音
諸
眷
属
像
に
お
け

る
風
神
は
、
対
と
な
る
雷
神
と
と
も
に
風
・
雨
と
い
う
自
然
の
摂
理
を
表
し
、

自
然
現
象
の
順
行
な
運
行
ま
で
も
が
千
手
観
音
の
広
大
円
満
、
完
全
無
比
な
慈

悲
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
を
、
風
神
・
雷
神
に
よ
っ
て
具
現
化
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
先
行
研
究
の
成
果
に
依
拠
し
つ
つ
、
漢
代
の
風
伯
に
つ
い
て
触
れ

た
後
、
南
北
朝
時
代
の
神
王
像
に
お
け
る
風
神
王
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
八
方
天

に
お
け
る
風
天
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、
千
手
観
音
諸
眷
属
像
の
形
成
と
そ

の
様
相
を
背
景
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
上
記
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で

あ
る
。

一
、
風
伯

古
代
中
国
の
風
に
関
わ
る
神
と
し
て
は
、『
山
海
経
』
大
荒
北
経
、『
楚
辞
』
遠

遊
な
ど
に
登
場
す
る
「
風
伯
」
の
呼
称
が
あ
ま
り
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が

２
、
そ
の
他
に
も
『
山
海
経
』
に
は
風
に
関
わ
る
神
的
な
存
在
が
複
数
想
定
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
大
荒
東
経
で
は
、「
東
極
」
に
住
ま
う
と
さ
れ
る
「
折
丹
」

が
お
り
、
風
の
出
入
り
を
さ
せ
、
折
丹
が
起
こ
す
風
は
「
俊
」
と
言
わ
れ
（「
名

曰
折
丹
。
東
方
曰
折
、
来
風
曰
俊
、
処
東
極
、
以
出
入
風
」。
傍
線
は
筆
者
に
よ

る
。
以
下
同
じ
）、
ま
た
、「
東
極
隅
」
に
住
ま
う
「

」
は
日
月
を
止
め
、
入
り

乱
れ
て
出
没
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
そ
の
長
短
を
司
り
、

が
起
こ
す
風
は

「

」
と
言
わ
れ
る
（「
有
人
名
曰

。
北
方
曰

、
来
風
曰

。
是
処
東
極
隅
、

以
止
日
月
、
使
無
相
聞
出
没
、
司
其
長
短
」）。
ま
た
、
大
荒
南
経
で
は
、「
南
極
」

に
住
ま
う
「
因
因
乎
」
が
お
り
、
風
を
出
入
さ
せ
、
そ
の
風
は
「
乎
夸
」
と
呼
ば

れ
る
（「
有
神
名
曰
因
因
乎
。
南
方
曰
、
風
曰
乎
民
。
処
南
極
、
以
出
入
風
」）。
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そ
の
他
に
も
、
大
荒
西
経
に
は
、「
西
北
隅
」
に
住
ま
う
「
石
夷
」
が
お
り
、
日

月
の
長
短
を
司
り
、
そ
の
吹
く
風
は
「
韋
」
と
言
わ
れ
る
（「
有
人
名
曰
石
夷
、

来
風
曰
韋
、
処
西
北
隅
、
以
司
日
月
之
長
短
」）。

こ
の
よ
う
に
、東
西
南
北
に
均
一
に
当
て
が
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

東
極
、
東
極
隅
、
南
極
、
西
北
隅
な
ど
に
存
在
す
る
神
的
存
在
が
風
を
起
こ
し
、

そ
れ
に
よ
り
日
月
の
出
入
り
が
管
理
さ
れ
、
天
体
の
順
調
な
運
行
を
促
す
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
山
海
経
』
に
お
け
る
風
の
神
に
つ
い
て
松
田
稔
は
「
太

陽
の
運
行
を
司
る
神
人
が
、
東
・
東
北
・
西
北
・
西
に
あ
っ
て
、
後
に
風
神
の

東
・
南
・
西
・
北
に
分
離
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ

の
理
由
と
し
て
、
風
神
の
東
南
西
北
四
方
位
は
殷
虚
卜
辞
か
ら
存
在
し
て
い
る

が
、
太
陽
の
運
行
管
理
と
い
う
思
考
は
、
殷
の
太
陽
崇
拝
の
盛
時
よ
り
後
れ
る

も
の
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
３
。
す
な
わ
ち
、
太
陽
を
管
理
す
る
神
人

が
風
神
に
推
移
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
別
の
文
脈
に
お
い
て
、
そ
も
そ

も
風
神
は
、日
月
の
運
行
を
司
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
に
、

特
に
農
耕
を
生
計
、
お
よ
び
権
力
の
基
盤
と
す
る
王
朝
に
お
い
て
は
、
風
神
は

そ
の
収
穫
の
善
し
悪
し
を
左
右
す
る
、
重
要
な
存
在
と
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
漢
代
に
広
く
定
着
す
る
懲
罰
神
と
し
て
の
風

の
性
格
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
）
天
を
代
行
し
て
懲
罰
を
与
え
る
風
伯

後
漢
の
王
充
『
論
衡
』
雷
虚
篇
に
は
、「
礼
記
曰
」
と
し
て
、
疾
風
・
迅
雷
・

甚
雨
な
ど
の
人
間
に
害
を
与
え
る
自
然
現
象
は
天
の
怒
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
天
の
怒
り
を
懼
れ
、
天
が
下
す
罰
が
自
身
に
及
ば
な
い
よ
う
に
畏
れ
、

夜
と
い
え
ど
も
必
ず
起
き
て
衣
冠
を
整
え
て
坐
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る

（「
礼
記
曰
、
有
疾
風
迅
雷
甚
雨
則
必
変
、
雖
夜
必
興
衣
服
冠
而
坐
。
懼
天
怒
、

畏
罰
及
己
也
」）。
い
わ
ゆ
る
災
異
説
に
基
づ
く
、
天
の
怒
り
を
代
行
し
て
暴
風

を
起
こ
し
、
不
徳
の
人
に
天
罰
を
降
す
「
風
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
漢
代
の
災
異
説
に
関
し
て
は
大
部
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
４
、

い
ず
れ
も
『
漢
書
』
董
仲
舒
伝
に
お
け
る
次
の
一
節
、「
国
家
将
有
失
道
之
敗
、

而
天
乃
先
出
災
害
以
讉
告
之
、
不
知
自
省
、
又
出
怪
異
以
警
懼
之
、
尚
不
知
変
、

以
此
見
天
心
此
仁
愛
君
而
欲
止
其
乱
也
」が
そ
の
理
解
の
基
本
と
さ
れ
て
い
る
。

人
間
界
の
不
徳
に
対
し
て
、
天
は
ま
ず
「
災
害
」
を
降
し
、
そ
れ
で
も
反
省
が
認

め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
次
い
で
「
怪
異
」
を
降
す
。
こ
の
よ
う
な
自
然
界
の
異

常
現
象
と
人
間
の
道
徳
感
を
結
び
付
け
、前
者
が
後
者
に
起
因
す
る
と
い
う「
災

異
説
」、
前
者
は
天
の
讉
告
で
あ
る
と
い
う
「
天
讉
説
（
天
命
説
）」
が
、
漢
代
に

定
着
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
天
の
代
行
者
と
し
て
の
風
の
神
を
恐
れ
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
風
の
神
の
役
割
を
表
す
作
例
と
し
て
、
例
え
ば
山
東
省
済
南
市

孝
堂
山
石
祠
堂
（
後
漢
）
東
壁
頂
部
の
石
刻
画
（
図
１
）、
山
東
省
嘉
祥
県
五
老

出
土
石
祠
堂
（
後
漢
）
第
八
石
（
図
２
）
な
ど
に
お
い
て
見
ら
れ
る
、
家
屋
を

吹
き
飛
ば
そ
う
と
す
る
風
伯
の
姿
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
５
。
細
い
笛
の
よ
う
な

も
の
を
口
に
あ
て
が
い
風
を
吹
き
出
す
（
孝
堂
山
石
祠
堂
な
ど
）、
口
か
ら
直
接

風
を
吐
く
（
陝
西
省
横
山
県
孫
家
園
子
墓
出
土
画
像
石
（
後
漢
）
な
ど
）
な
ど
、

口
元
の
表
現
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
息
を
吹
き
出
す
風
伯
像
は
前
漢

の
後
期
に
お
い
て
は
既
に
あ
る
程
度
定
形
化
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
後
漢
に
お

い
て
は
、
あ
る
程
度
広
域
に
流
布
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
他
に
も
、

友
田
真
理
に
よ
れ
ば
、
大
樹
を
抜
く
力
士
の
姿
で
表
さ
れ
る
「
抜
樹
型
」、
長
袖

を
後
方
に
た
な
び
か
せ
る
「
長
袖
型
」
の
風
伯
図
像
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
６
。

（
二
）
穀
風
を
も
た
ら
す
風
伯

江
蘇
省
徐
州
市
銅
山
区
洪
楼
出
土
の
画
像
石
「
百
戯
図
」（
そ
の
１
７
、
後
漢
、

徐
州
漢
画
像
石
芸
術
館
。
図
３
）
に
お
い
て
は
、
風
伯
は
自
ら
の
鼓
腹
を
押
さ

え
て
口
か
ら
風
を
吐
き
出
す
が
、
そ
の
先
に
家
屋
の
表
現
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
確
か
に
後
漢
の
風
伯
は
、
口
か
ら
息
（
風
）
を
吐
き
出
す
図
像

が
多
く
認
め
ら
れ
る
が
、
五
老

出
土
石
祠
堂
第
八
石
の
風
伯
の
よ
う
に
、
そ

の
前
に
「
火
」
の
表
現
が
あ
り
、
火
を
起
こ
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
こ
と
、
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そ
し
て
、
徐
州
市
銅
山
区
洪
楼
出
土
画
像
石
「
百
戯
図
」（
そ
の
２
、
図
４
）
の

よ
う
に
、
風
伯
の
後
に
三
虎
が
従
う
例
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
虎
を
風

伯
の
眷
属
と
し
、
ま
た
、
風
伯
に
よ
っ
て
火
が
起
こ
る
様
子
に
関
す
る
の
が
、

『
易
経
』
の
「
同
声
相
応
。
同
気
相
求
。
水
流
湿
、
火
就
燥
。
雲
従
龍
、
風
従
虎
」

お
よ
び
『
淮
南
子
』
の
「
虎
嘯
而
穀
風
至
、
龍
挙
而
景
雲
属
」
な
ど
で
あ
ろ
う
。

風
伯
は
風
（
大
地
の
気
の
流
れ
）
を
操
り
火
を
起
こ
し
、（
焼
畑
に
よ
り
）
肥
沃

な
土
壌
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
風
は
「
穀
風
」
と
も
称

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
稔
り
を
も
た
ら
す
風
は
、
先
の
「
懲
罰
神
」
と
し
て
の
風
の
側

面
だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。『
周
易
』
説
卦
伝
に
は
、
万
物
を
為

す
に
あ
た
り
そ
の
始
ま
り
と
な
る
「
雷
・
水
」
＝
「
風
・
火
」
が
示
さ
れ
て
お
り

（
第
六
章
「
動
万
物
者
莫
疾
乎
雷
、
橈
万
物
者
莫
疾
乎
風
、
燥
万
物
者
莫

乎
火
、

説
万
物
者
莫
說
乎
沢
、
潤
万
物
者
莫
潤
乎
水
、
終
万
物
、
始
万
物
者
、
莫
盛
乎

艮
。
故
水
火
相
逮
、雷
風
不
相
悖
、山
沢
通
気
、然
後
能
変
化
、既
成
万
物
也
」）、

ま
た
、
湖
北
省
随
州
市
曾
侯
乙
墓
出
土
の
彩
漆
衣
箱
（
戦
国
：
曾
・
前
五
世
紀
、

中
国
国
家
博
物
館
）
箱
蓋
上
面
に
は
、
中
央
に
「
斗
土
」
の
二
文
字
、
そ
の
周
囲

に
二
十
八
宿
の
名
称
、
そ
の
左
右
に
龍
（
東
）
と
虎
（
西
）
を
配
す
る
天
空
図
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
か
ら
う
か
が
え
る
の

は
、「
雲
龍
」（
雷
雨
＝
龍
）・「
風
虎
」（
風
＝
虎
）
と
同
一
視
さ
れ
る
雷
神
・
風

神
で
あ
る
。

二
、
風
神
王

後
漢
の
王
充
『
論
衡
』
天
讉
に
「
夫
天
道
、
自
然
也
。
無
為
。
如
譴
告
人
、
是

有
為
、
非
自
然
也
」
と
あ
り
、
天
は
自
然
で
あ
れ
ば
こ
そ
人
間
に
譴
告
な
ど
は

で
き
な
い
（
そ
う
で
あ
れ
ば
有
為
と
な
り
、
自
然
で
は
な
い
）
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
漢
代
を
通
し
て
定
着
し
て
い
た
災
異
説
や
天
讉
説
は
、
す
で
に
王
充
に

よ
り
反
論
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
傾
向
は
、
魏
晋
南
北
朝

時
代
に
入
る
と
増
加
す
る
。
魏
の
王
弼
に
よ
る
『
老
子
道
徳
真
経
註
』
第
五
章

の
注
釈
に
、「
天
地
任
自
然
、
無
為
無
造
、
万
物
自
相
治
理
、
故
不
仁
也
｣８
と
あ

る
よ
う
に
、
天
の
「
自
然
」
性
が
一
層
強
調
さ
れ
て
い
く
。
も
と
も
と
天
の
無

為
性
、
自
然
性
は
『
老
子
』
お
よ
び
『
荘
子
』
に
認
め
ら
れ
る
要
素
で
あ
る
が
、

魏
晋
南
北
朝
時
代
以
降
の
仏
教
や
老
荘
思
想
の
隆
盛
に
よ
り
、
よ
り
こ
の
よ
う

な
天
の
「
自
然
」
性
、「
無
為
」
性
が
、
老
荘
思
想
や
仏
教
の
隆
盛
に
影
響
を
受

け
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
風
に
関
わ
る
神
の
図
像
的
特
徴
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
、
風
袋
を
も
つ
表
現
で
あ
る
。
天
衣
状
の
被
巾
に
風
を
は
ら
ま
せ
て

空
に
浮
か
ぶ
、
な
い
し
風
袋
を
抱
え
る
風
の
神
は
、
中
国
に
お
い
て
は
、
南
北

朝
時
代
以
降
に
定
着
し
た
表
現
と
さ
れ
る
９
。
す
な
わ
ち
、
次
に
紹
介
す
る
風

神
王
の
姿
で
あ
る
。

神
王
像
と
は
、
南
北
朝
時
代
の
北
魏
か
ら
北
斉
に
か
け
て
（
お
よ
そ
六
世
紀

頃
）
盛
ん
に
造
立
さ
れ
た
、
仏
教
の
石
窟
内
の
主
壁
お
よ
び
側
壁
の
下
部
、
中

心
柱
窟
の
中
心
柱
の
下
部
（
仏
龕
の
基
壇
部
）、
単
独
造
像
の
基
壇
部
な
ど
に
配

置
さ
れ
る
群
像
形
式
で
あ
る
。
龍
門
石
窟
賓
陽
（
河
南
省
洛
陽
市
）
中
洞
お
よ

び
南
洞
、
鞏
県
石
窟
（
河
南
省
鞏
義
市
）、
小
南
海
石
窟
（
河
南
省
安
陽
市
）、
水

浴
寺
石
窟
（
河
北
省
邯
鄲
市
）、
北
響
堂
山
石
窟
（
同
上
）、
南
響
堂
山
石
窟
（
同

上
）
な
ど
、
河
南
省
と
河
北
省
南
部
に
作
例
が
集
中
す
る
が
、
陝
西
省
の
南
部

に
も
数
例
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
隆
興
寺
（
河
北
省
石
家
荘
市
正
定
県
）
の

如
来
立
像
台
座
基
壇
部
、
東
魏
・
武
定
元
年
（
五
四
三
）
銘
如
来
三
尊
立
像
台
座

（
イ
ザ
ベ
ラ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
美
術
館
）
な
ど
、
単
独
造
像
に
も

確
認
さ
れ
る
。
特
に
、
武
定
元
年
銘
如
来
三
尊
立
像
台
座
に
お
け
る
十
軀
で
構

成
さ
れ
る
神
王
像
（
図
５
）
は
、
各
像
に
付
さ
れ
た
題
箋
状
の
区
画
内
に
尊
名

が
刻
記
さ
れ
て
お
り
、
尊
名
同
定
の
目
安
と
な
る
。

神
王
像
に
つ
い
て
、
そ
れ
の
み
を
取
り
上
げ
て
詳
細
に
触
れ
る
仏
教
経
典
や

儀
軌
は
な
い
が
、
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』（
五
世
紀
）、
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
六
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十
華
厳
』（
五
世
紀
）
な
ど
、
多
く
の
経
軌
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
見
出
さ
れ
る
。

森
羅
万
象
を
擬
神
化
し
た
も
の
で
、
互
い
に
有
機
的
な
関
連
性
は
見
出
し
が
た

く
、
そ
の
実
態
は
不
明
確
で
あ
る
。
お
よ
そ
想
像
さ
れ
る
自
然
界
の
景
物
や
現

象
の
名
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
仏
の
世
界
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
と

と
も
に
、
そ
の
擬
神
化
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
存
在
は
、
仏
の
世
界
を
取
り
囲
み
、

荘
厳
す
る
役
割
を
担
う
。

神
王
像
と
し
て
認
め
ら
れ
る
尊
像
は
、
①
自
然
現
象
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る

も
の
（
風
神
王
、
火
神
王
）
を
は
じ
め
、
②
自
然
景
物
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る
も

の
（
河
神
王
、
海
神
王
、
山
神
王
、
樹
神
王
な
ど
）、
③
吉
祥
・
財
宝
を
モ
テ
ィ
ー

フ
と
す
る
も
の
（
珠
神
王
）、
④
聖
獣
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る
も
の
（
龍
神
王
、

獅
子
神
王
、
鳥
神
王
、
象
神
王
、
牛
神
王
、
馬
神
王
な
ど
）、
⑤
仏
教
に
お
け
る

尊
格
（
鬼
子
母
）
な
ど
に
整
理
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
認
め
ら
れ
る
風
神

王
の
姿
は
、
そ
の
多
く
が
胸
前
に
大
き
な
風
袋
を
抱
え
る
。
中
に
は
口
を
尖
ら

せ
る
様
子
を
見
せ
る
も
の
も
（
菩
薩
五
尊
像
台
座
部
分
、
北
斉
・
六
世
紀
、
東
京

国
立
博
物
館
。
図
６
）
あ
り
、
口
か
ら
直
接
風
を
吐
く
図
像
の
名
残
と
も
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
風
袋
を
か
か
え
て
天
衣
を
ひ
る
が
え
す
も
の
も
あ
る
（
観
音
菩

薩
立
像
台
座
部
分
、
唐
・
七
世
紀
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
。
図
７
）。

こ
う
し
た
「
天
衣
を
風
に
た
な
び
か
せ
る
」
な
い
し
「
風
袋
を
か
か
え
る
」
風

の
神
の
姿
に
つ
い
て
、
前
者
は
漢
代
の
一
部
に
先
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
は
南
北
朝
時
代
以
降
に
定
着
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
西
ア

ジ
ア
や
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
、
天
衣
を
風
に
た
な
び
か
せ
る
風
の
神
の

表
現
こ
そ
基
本
的
な
図
像
で
あ
る（
図
13
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、風
神
王
の
姿
は
、

中
国
国
内
に
お
け
る
自
発
的
形
成
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
仏
教
と
と
も
に
西

方
か
ら
伝
わ
り
、
そ
し
て
、
中
国
国
内
で
の
風
に
関
わ
る
神
の
性
格
、
イ
メ
ー

ジ
の
変
質
に
よ
り
生
じ
た
、
新
し
い
風
の
神
の
姿
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
千
手
観
音
諸
眷
属
像
に
お
け
る
風
神

千
手
観
音
の
眷
属
と
さ
れ
る
「
二
十
八
部
衆
」
は
、
関
連
経
典
の
記
述
内
容

お
よ
び
現
存
作
例
か
ら
、
中
国
に
お
い
て
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
頃
に
成
立

し
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
善
無
畏
訳
『
千
手
観
音
造
次
第
法
儀
軌
』（
八

世
紀
前
半
）
な
ど
、
二
十
八
部
衆
に
関
す
る
経
軌
に
説
く
尊
名
や
図
像
的
特
徴

と
、
蓮
華
王
院
本
堂
の
二
十
八
部
衆
像
な
ど
、
実
際
の
造
像
と
の
間
に
は
多
く

の
相
違
点
が
あ
り
、
尊
名
や
造
形
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
成
立
そ
の
も
の
か
ら
不

明
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
経
軌
に
お
け
る
二
十
八
部
衆
の
成
立

「
二
十
八
部
」
と
い
う
名
称
は
、
千
手
観
音
系
の
経
典
や
儀
軌
に
登
場
す
る

以
前
に
、
四
天
王
の
眷
属
と
し
て
の
夜
叉
衆
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
阿
地
瞿
多

訳
『
陀
羅
尼
集
経
』（
七
世
紀
中
頃
）
に
「
四
大
天
王
将
二
十
八
部
善
神
。
来
詣

道
場
助
護
行
者
。
治
一
切
病
｣10
と
あ
り
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）、
ま
た
、
義
浄

訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』（
八
世
紀
初
）
に
お
い
て
も
「
我
等
四
王
与
二
十
八
部

薬
叉
大
将
。
并
与
無
量
百
千
薬
叉
。
以
浄
天
眼
過
於
世
人
。
観
察
擁
護
此
贍
部

洲
｣11
と
あ
る
よ
う
に
、「
二
十
八
部
」
と
は
四
天
王
に
従
う
善
神
で
あ
り
、
散
脂

大
将
を
首
と
す
る
。
四
天
王
各
々
に
「
七
」
軀
の
夜
叉
大
将
が
付
き
、「
四
」
×

「
七
」
で
「
二
十
八
部
」
と
な
る
計
算
で
あ
る
。

一
方
、
伽
梵
達
摩
訳
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
礙
大
悲
心
陀
羅

尼
経
』（
七
世
紀
後
半
）
の
中
に
は
千
手
観
音
の
眷
属
に
つ
い
て
説
く
と
こ
ろ
が

あ
る
。「
若
能
如
法
誦
持
。
於
諸
衆
生
起
慈
悲
心
者
。
我
時
当
勅
一
切
善
神
龍

王
金
剛
密
迹
。
常
隨
衛
護
不
離
其
側
」
と
あ
る
が
、
そ
の
「
一
切
善
神
龍
王
金

剛
密
迹
」
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
前
文
に
続
く
偈
に
お
い
て
①
「
密
跡
金
剛
士

烏
芻
君
荼
鴦
倶
尸

八
部
力
士
賞
迦
羅
」
を
は
じ
め
と
し
、
以
下
、
②
「
摩
醯
那

羅
延

金
剛
羅
陀
迦
毘
羅
」
か
ら
⑭
「
水
火
雷
電
神

鳩
槃
荼
王
毘
舍
闍
」
ま

で
12
、
計
十
四
類
に
ま
と
め
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
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一
類
に
二
尊
を
割
り
当
て
る
と
計
二
十
八
尊
と
な
る
が
、
個
々
の
尊
名
の
区

切
り
が
判
然
と
せ
ず
、
⑬
「
脩
羅
乾
闥
婆
迦
楼
緊
那
摩

羅
」
の
よ
う
に
一
類

に
二
尊
以
上
の
尊
格
も
含
ま
れ
、
実
際
に
は
二
十
八
尊
を
超
過
す
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
こ
で
は
具
体
的
に
「
二
十
八
」
に
整
え
よ
う
と
す
る
意
識
は
な
く
、
多
様

な
尊
名
の
列
挙
こ
そ
が
本
経
の
目
的
で
あ
り
、
諸
々
の
善
神
が
遍
万
す
る
世
界

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
十
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
計
十
四
類
に
分
け
て
整
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
種
の
意
図
を
持
っ

て
諸
神
を
「
再
構
成
」
す
る
と
い
う
意
識
は
う
か
が
え
る
。「
十
四
」
は
「
七
」

の
倍
数
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
二
十
八
」
ま
で
行
き
着
か
な
い
。

続
く
善
無
畏
訳
『
千
手
観
音
造
次
第
法
儀
軌
』（
八
世
紀
前
半
）
に
お
い
て
は

「
有
二
十
八
部
衆
。
有
各
各
本
形
」と
記
さ
れ
て
お
り
、そ
の
内
訳
は
、一
に「
密

迹
金
剛
士
。
赤
紅
色
具
三
眼
。
右
持
金
剛
杵
。
左
手
拳
安
腰
」、
二
に
「
烏
芻
君

荼
央
倶
尸
。
左
手
持
一
股
金
剛
杵
。
右
手
拳
安
腰
。
八
部
力
士
賞
迦
羅
緑
色
。

右
手
持
慧
剣
。
左
手
三
股
印
作
也
」
以
下
、
二
十
八
の
「
毘
舍
闍
。
大
目
瞋
怒

形
。
黒
赤
色
。
左
手
火
玉
也
」
ま
で
、
計
二
十
八
類
に
分
け
て
説
明
を
行
っ
て

い
る
13
。
し
か
し
、
例
え
ば
第
二
類
に
は
烏
芻
君
荼
央
倶
尸
と
八
部
力
士
賞
迦

羅
、
第
二
十
四
類
に
は
難
陀
龍
王
と
跋
難
陀
龍
王
が
列
記
さ
れ
一
尊
格
に
、
娑

伽
羅
龍
王
と
伊
鉢
羅
龍
王
も
列
記
さ
れ
一
尊
格
に
な
っ
て
お
り
、
第
二
十
五
類

に
は
修
羅
（
阿
修
羅
）、
乾
闥
婆
、
迦
楼
羅
王
の
三
尊
に
続
き
、「
緊
那
羅
摩

羅

伽
」
と
あ
り
、
八
部
衆
で
は
区
別
さ
れ
て
い
た
緊
那
羅
と
摩

羅
伽
が
一
尊
格

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
類
の
中
に
複
数
の
尊
格
が
合

わ
さ
っ
て
お
り
、
実
際
に
は
三
十
三
尊
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
「
三
十
三
」
は

観
音
の
三
十
三
応
身
に
対
応
さ
せ
た
数
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
千
手
観
音
の
眷
属
と
し
て
の
二
十
八
部
衆
の
尊
名
は
、
経

軌
に
お
い
て
は
過
渡
期
的
な
段
階
の
ま
ま
、
最
終
的
な
尊
名
の
確
立
に
は
至
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
造
像
例
と
は
完
全
に
一
致
し
難

い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
に
「
風
神
・
雷
神
」
は
登
場
し
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
後
述
の
よ
う
に
、
千
手
観
音
諸
眷
属
に
お
け
る
風
神
は
、

雷
神
と
と
も
に
、
千
手
観
音
関
係
の
経
軌
に
お
い
て
意
識
付
け
さ
れ
た
尊
格
で

は
な
く
、
む
し
ろ
中
国
古
来
の
「
風
虎
・
雲
龍
」
に
よ
っ
て
自
然
の
摂
理
と
天
空

を
表
す
伝
統
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
よ
う
。

（
二
）
中
国
に
お
け
る
千
手
観
音
諸
眷
属
像
の
作
例
：
風
神
を
中
心
に

千
手
観
音
眷
属
像
の
尊
名
や
図
像
的
特
徴
の
不
一
致
、
成
立
過
程
の
解
明
の

困
難
さ
を
も
た
ら
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
イ
ン
ド
に
い
わ
ゆ
る
「
二
十
八

部
衆
」の
現
存
作
例
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、Pāñcika（
散
支
大
将
・

半
支
迦
薬
叉
）、
H
ārītī（
訶
梨
帝
母
・
神
母
女
）、
K
um
bhīra（
金
比
羅
）
な
ど
、

二
十
八
部
衆
像
と
し
て
名
を
連
ね
る
尊
格
は
、
イ
ン
ド
世
界
に
お
い
て
古
来
よ

り
個
々
に
造
形
化
さ
れ
て
き
た
尊
像
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ

ア
に
お
い
て
は
、
一
定
の
群
像
の
枠
組
み
と
し
て
認
識
さ
れ
た
「
二
十
八
部
衆
」

の
造
像
例
は
な
い
。

中
国
に
お
い
て
千
手
観
音
像
の
周
囲
に
集
結
し
た
多
数
の
尊
像
群
（
こ
れ
ら

が
「
二
十
八
部
衆
」
と
明
確
に
認
識
さ
れ
た
上
で
造
像
さ
れ
た
か
は
と
も
か
く
）

を
表
す
作
例
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
大
英
博
物
館
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
・
ギ
メ
国

立
東
洋
美
術
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
敦
煌
莫
高
窟
将
来
千
手
観
音
図
な
ど
の
仏

画
（
晩
唐
～
北
宋
）
の
他
、
そ
れ
に
先
行
す
る
彫
像
と
し
て
は
四
川
省
の
丹
陵
・

鄭
山
磨
崖
造
像
（
千
仏
寺
磨
崖
造
像
）
第
六
四
龕
（
盛
唐
）、
丹
陵
・
劉
嘴
磨
崖

造
像
第
三
四
龕
（
盛
唐
）、
大
足
・
北
山
仏
湾
第
九
龕
（
晩
唐
）、
資
中
・
重
龍
山

磨
崖
造
像
（
北
岩
磨
崖
仏
）
第
一
一
三
龕
（
北
宋
）
な
ど
の
作
例
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
群
像
は
一
様
で
は
な
く
、
図
像
の
系
統
分
類
も
容
易
で
は
な
い
。
ま

た
、
二
十
八
部
衆
に
先
行
す
る
群
像
形
式
の
尊
像
と
し
て
、
龍
、
乾
闥
婆
、
阿
修

羅
、迦
楼
羅
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
八
部
衆
が
あ
る
。
蓮
華
王
院
本
堂
を
は
じ
め
、

国
内
の
二
十
八
部
衆
像
の
中
に
は
八
部
衆
と
共
通
す
る
尊
像
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
一
見
、
八
部
衆
を
そ
の
ま
ま
吸
収
、
取
り
込
む
こ
と
で
二
十
八
部
衆
は

成
立
し
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
14
。

ま
ず
、
鄭
山
磨
崖
造
像
（
千
仏
寺
磨
崖
造
像
）
第
六
四
龕
（
盛
唐
、
図
８－
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１
)15
で
あ
る
。
中
央
の
千
手
観
音
坐
像
の
周
囲
に
、
多
数
の
尊
像
が
い
く
つ
か

の
群
団
を
な
し
、
そ
の
群
団
ご
と
に
雲
に
乗
り
飛
来
し
、
千
手
観
音
の
方
へ
集

ま
っ
て
来
た
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。
尊
名
が
わ
か
る
像
を
取
り
上
げ
る
と
、

ま
ず
、
龕
口
の
外
側
に
は
岩
座
上
に
立
つ
六
臂
の
明
王
像
が
い
る
。
そ
し
て
金

剛
杵
な
ど
を
手
に
執
る
金
剛
力
士
像
（
片
側
に
二
軀
ず
つ
、
左
右
で
計
四
軀
）

が
い
る
。
ま
た
、
騎
獅
文
殊
と
騎
象
普
賢
、
孔
雀
に
乗
る
那
羅
延
天
と
牛
に
乗

る
摩
醯
首
羅
天
（
伊
舎
那
天
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
左
右
壁
の
上
部

に
は
、
風
神
と
雷
神
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
阿
修
羅
像
や
龍
ら

し
い
尊
像
も
認
め
ら
れ
、
着
甲
の
神
将
形
の
尊
像
、
髪
の
毛
を
逆
立
て
目
を
見

開
く
鬼
神
形
の
尊
像
な
ど
も
あ
る
が
、
摩
滅
箇
所
も
多
く
、
不
明
な
尊
像
が
大

半
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
二
十
八
」
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い
、「
数
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
多
い
」
諸
尊
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
様
相
で
あ
る
。

左
壁
上
部
に
位
置
す
る
風
神
（
図
８－

２
）
は
、
風
袋
を
抱
え
、
そ
の
袋
の
口

を
開
き
、
今
ま
さ
に
風
を
吹
き
出
さ
ん
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
袋
が
大
き

す
ぎ
る
の
か
、
四
人
が
か
り
で
支
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
炎
髪
の
上
半
身
裸
形

像
と
す
る
。

隣
接
す
る
丹
陵
劉
嘴
磨
崖
造
像
第
三
四
龕
（
盛
唐
、
図
９－

１
）
で
は
、
千
手

観
音
坐
像
の
左
右
に
、
実
に
様
々
な
天
部
形
・
神
将
形
・
夜
叉
形
・
力
士
形
の
尊

像
が
雲
上
に
表
さ
れ
、
数
え
ら
れ
る
だ
け
で
も
そ
の
数
は
九
十
を
越
え
る
。
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
る
主
な
尊
像
と
し
て
、
思
惟
手
の
六
臂
菩
薩
形
像
（
如
意

輪
観
音
か
）
と
羂
索
を
執
る
六
臂
菩
薩
形
像
（
不
空
羂
索
観
音
か
）
の
他
に
は
、

風
神
と
雷
神
、
騎
象
普
賢
と
騎
獅
文
殊
、
那
羅
延
天
と
大
自
在
天
、
龍
と
阿
修

羅
、
梵
天
と
帝
釈
天
、
四
天
王
な
ど
が
あ
る
。

左
壁
上
部
に
位
置
す
る
風
神
（
図
９－

２
）
は
鄭
山
磨
崖
造
像
第
六
十
四
龕

と
同
形
で
あ
る
。
し
か
し
、
摩
滅
・
欠
損
に
よ
り
、
侍
者
数
は
不
確
定
で
あ
る
。

大
足
北
山
仏
湾
第
九
龕
（
晩
唐
、
図
10－

１
）
は
、
中
央
の
千
手
観
音
倚
像
の

左
右
壁
上
方
に
飛
天
と
五
化
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
表
さ
れ
る
が
、そ
れ
ら
を
除
く
と
、

風
神
（
右
壁
上
部
）
と
雷
神
（
左
壁
上
部
）、
騎
獅
文
殊
と
騎
象
普
賢
、
那
羅
延

天
と
摩
醯
首
羅
天
、
梵
天
と
帝
釈
天
、
四
天
王
、
盤
上
に
供
物
を
載
せ
て
捧
げ

持
つ
天
部
形
像
（
女
尊
）
と
上
半
身
裸
形
の
痩
身
で
杖
を
持
つ
人
物
像
（
老
相
）、

火
炎
光
背
を
伴
い
岩
座
に
立
つ
六
臂
明
王
形
（
左
右
各
一
軀
）
の
尊
像
が
認
め

ら
れ
、
各
尊
の
従
者
を
除
き
、
計
十
六
尊
構
成
と
な
る
。

右
壁
上
部
に
位
置
す
る
風
神
（
図
10－

２
）
は
天
衣
が
風
を
は
ら
ん
で
上
方

に
湾
曲
し
、
腹
前
に
大
き
な
風
袋
を
抱
え
る
。
左
腕
に
力
を
込
め
、
袋
を
押
し

潰
す
様
子
で
あ
る
。
や
や
眼
を
凝
ら
し
た
、
上
半
身
裸
形
と
す
る
。
そ
の
対
の

位
置
に
は
、
も
ち
ろ
ん
他
の
作
例
と
同
様
に
雷
神
で
あ
る
が
、
北
山
仏
湾
第
九

龕
の
雷
神
が
特
異
で
あ
る
の
は
、
象
頭
の
姿
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
千
手
観
音
眷
属
像
は
必
ず
し
も
二
十
八
軀
で
構
成
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
の
「
二
十
八
」
は
あ
く
ま
で
も
概
念
上
の
数
で

あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
仏
の
世
界
の
諸
尊
が
属
す
る
「
部
」
を
、
で
き
る
だ

け
網
羅
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。「
二
十
八
」
は
、
立
方
体

で
表
さ
れ
る
空
間
（
無
神
の
宇
宙
）
の
総
面
で
あ
る
「
六
」
と
、
同
じ
く
そ
の
総

角
で
あ
る
「
八
」、
同
様
に
総
辺
で
あ
る
「
十
二
」
に
、
天
・
地
（
上
・
下
）
を

加
え
た
数
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
た
め
、「
二
十
八
」
は
空
間
（
無
神
の
宇
宙
）

を
ま
ん
べ
ん
な
く
満
た
す
数
と
言
え
、
そ
こ
に
「
プ
ラ
ス
一
」
の
存
在
（
す
な
わ

ち
千
手
観
音
）
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
宇
宙
（
法
界
）
の
完
全
性
が
完
成
す
る

の
で
あ
る
。
二
十
八
部
衆
に
先
行
す
る
群
像
形
式
で
あ
る
八
部
衆
の
「
八
」
よ

り
も
、
よ
り
空
間
的
広
が
り
を
含
む
「
諸
々
」
と
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
二
十
八

部
衆
像
の
中
に
は
、
そ
れ
に
先
行
し
て
信
仰
さ
れ
、
造
像
さ
れ
て
き
た
、
多
く

の
仏
教
的
守
護
尊
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
、
風
神
が
雷
神

と
と
も
に
登
場
す
る
。

な
お
、
群
像
形
式
と
し
て
の
八
部
衆
も
、
中
国
で
六
世
紀
頃
に
成
立
し
た
も

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
N
āga（
龍
）、
Gandharva（
乾
闥
婆
）、
A
sura（
阿

修
羅
）、
Garuḍ

a（
迦
楼
羅
）
な
ど
単
独
の
造
像
は
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
に
多

数
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
尊
に
よ
る
群
像
表
現
は
な
い
。
ま
た
八
部
衆
に
お
い

て
も
、「
八
」
は
具
体
的
な
数
で
は
な
く
、「
諸
々
」・「
世
界
」
を
表
す
聖
数
で
あ
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り
、
観
音
菩
薩
の
「
諸
難
救
済
」
を
「
八
難
救
済
」
と
称
す
の
と
同
じ
で
あ
る
。

つ
ま
り
八
部
衆
と
は
、「
諸
々
の
部
族
の
衆
生
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、

八
部
衆
を
造
像
す
る
た
め
に
、
比
較
的
そ
の
図
像
的
特
徴
が
経
軌
に
記
さ
れ
る

尊
像
（
龍
、
阿
修
羅
、
緊
那
羅
な
ど
）
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
用
い
る
も
の
の
、
そ

れ
以
外
は
既
存
の
尊
像
を
参
考
に
そ
の
初
期
図
像
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
際
に

影
響
を
与
え
た
の
が
、
先
述
の
神
王
像
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
魚
を
担
ぐ
河
神

王
と
通
じ
る
尊
像
を
、
八
部
衆
像
を
構
成
す
る
一
尊
と
し
て
表
す
例
が
、
臥
龍

山
千
仏
岩
第
一
龕
・
第
三
龕
（
四
川
省
梓
潼
県
、
初
唐
）
な
ど
、
中
国
に
、
そ
し

て
韓
国
の
作
例
に
も
あ
る
16
。

な
お
、
神
王
像
に
お
け
る
風
神
王
は
、
確
か
に
龍
神
王
、
獅
子
神
王
、
鳥
神
王

な
ど
と
と
も
に
そ
れ
を
構
成
す
る
一
尊
だ
が
、
他
の
神
王
像
が
八
部
衆
成
立
の

際
に
図
像
的
影
響
を
与
え
た
の
に
対
し
、
風
神
王
は
八
部
衆
に
取
り
込
ま
れ
て

い
な
い
。
こ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
、
風
神
王
の
受
容
理
解
の
一
助
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

日
本
国
内
の
風
天
の
作
例
と
し
て
、
西
大
寺
の
十
二
天
像
（
平
安
・
九
世
紀
）

が
知
ら
れ
て
い
る
。
風
天
は
髭
を
蓄
え
た
老
相
で
、
右
手
に
幡
幢
を
執
り
、

の
上
に
坐
す
着
甲
形
で
あ
る
。
幡
や
身
に
ま
と
う
天
衣
を
大
き
く
は
た
め
か
せ

る
。
ま
た
、
旧
教
王
護
国
寺
の
十
二
天
像
（
平
安
・
大
治
二
年
〔
一
一
二
七
〕、

京
都
国
立
博
物
館
。
図
11
）
の
風
天
も
、
髭
を
蓄
え
た
着
甲
像
で
、
右
手
に
幡

幢
を
執
り
、
幡
や
天
衣
が
ひ
る
が
え
る
（
た
だ
し
獣
座
で
は
な
い
）。

な
お
、ヴ
ェ
ー
ダ
に
登
場
す
る
V
āyuと
V
ātaは
、い
ず
れ
も
Puruṣ

a（
原
人
）

の
生
気
か
ら
生
じ
た
大
自
然
の
風
で
、
風
に
関
わ
る
神
で
は
あ
る
が
（『
リ
グ
・

ヴ
ェ
ー
ダ
』
プ
ル
シ
ャ
（
原
人
）
の
歌
十
・
九
十
・
十
三
17
）、
V
āta
は
V
āyuよ

り
も
「
自
然
現
象
と
し
て
の
風
」
そ
の
も
の
に
密
接
し
て
お
り
、
V
āyuは
V
āta

の
「
支
配
者
」（
風
を
司
る
も
の
）
と
し
て
神
格
化
さ
れ
た
な
ど
と
理
解
さ
れ
て

い
る
18
。
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
所
収
の
V
āyuと
V
ātaの
讃
歌
に
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
、「
風
」
と
い
う
自
然
現
象
を
神
格
化
し
た
神
で
あ
り
な
が
ら
医
療
の
神
で
も

あ
る
（『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
ヴ
ァ
ー
タ
の
歌
（
そ
の
二
）
一
〇
・
一
八
六
・
一
）

19
。
ま
た
、
敵
を
駆
逐
し
、
名
声
・
子
孫
・
家
畜
・
財
宝
を
授
け
る
神
と
し
て
も

信
仰
さ
れ
て
お
り
20
、
中
国
・
後
漢
時
代
に
定
着
し
て
い
た
懲
罰
神
と
し
て
の
恐

ろ
し
い
風
神
の
性
格
と
は
異
な
る
。

ま
た
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
V
āyuは
、
い
わ
ゆ
る
天
衣
を
両
肩
か
ら
な
び
か
せ

る
姿
が
最
も
古
く（
図
13
）、八
方
天
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
西
北
角
に
配
さ
れ
、

旗
を
た
な
び
か
せ
て
馬
に
乗
る
姿
が
多
い
（
図
12
）。
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
に
見
出

せ
る
よ
う
に
、
馬
の
俊
足
が
風
の
流
れ
と
結
び
付
け
ら
れ
、
ま
た
、
風
を
ま
と

う
、
は
ら
む
表
現
を
、
た
な
び
く
布
に
よ
っ
て
視
覚
化
す
る
。

初
期
密
教
経
典
の
一
つ
で
あ
る
伽
梵
達
摩
訳
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
宏
大

円
満
無
礙
大
悲
心
陀
羅
尼
経
』（
七
世
紀
後
半
）に
お
い
て
は
、実
に
様
々
な
神
々

の
名
が
登
場
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
多
数
の
守
護
神
の
尊
名
が
羅
列
さ
れ
る

に
過
ぎ
ず
、
特
定
の
方
角
や
役
割
な
ど
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
様
々
な
神
々

の
名
の
中
に
、
神
王
像
に
含
ま
れ
る
尊
名
、
八
部
衆
に
含
ま
れ
る
尊
名
と
、
こ

の
後
に
「
八
方
天
」
な
い
し
「
十
二
天
」
な
ど
の
密
教
的
護
法
神
と
し
て
確
立
し

て
い
く
尊
名
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
21
。
そ
の
後
、
七
世
紀

後
半
～
八
世
紀
前
半
の
菩
提
流
志
訳
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』22
、『
千
手
千
眼
観

世
音
菩
薩
姥
陀
羅
尼
身
経
』23
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』24
な
ど
に
お
い
て
は
、

前
段
階
に
比
べ
れ
ば
尊
名
が
限
定
さ
れ
、
整
理
が
進
み
、
特
定
の
尊
名
と
方
角

が
結
び
付
き
、
八
世
紀
後
半
の
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』25
な
ど
に
お

い
て
は
、
既
に
特
定
の
尊
名
と
方
角
が
確
立
し
て
い
る
。
八
方
と
尊
名
が
結
び

付
け
ら
れ
、
八
方
の
諸
天
と
そ
の
諸
眷
属
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
八

部
衆
の
尊
像
が
諸
天
の
眷
属
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
た
一
方
で
、「
風
神
」や「
風

神
王
」
は
「
西
北
方
」
に
配
さ
れ
る
「
風
天
」
と
し
て
、
そ
の
位
置
を
明
ら
か
に

す
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
風
天
は
、
イ
ン
ド
以
来
の
方
位
神
、
八
方
天
で
あ
る
。
対
し

て
、
中
国
古
来
の
風
を
司
る
神
は
、『
山
海
経
』
に
よ
れ
ば
前
出
の
通
り
、
風
の
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出
入
り
す
る
処
と
し
て
「
東
極
」、「
南
極
」、「
西
北
隅
」、「
東
極
隅
」
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
一
つ
の
方
角
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
周
易
』

説
卦
伝
に
よ
れ
ば
「
巽
」
を
「
風
」
と
な
し
（
第
十
四
章
「
巽
（
中
略
）
為
風
」）、

「
巽
」
は
「
東
南
」
で
あ
り
（
第
五
章
「
巽
東
南
也
」）、
イ
ン
ド
由
来
の
八
方
天

の
風
天
（
西
北
）
で
は
な
い
。

一
方
、
中
国
で
八
方
天
・
十
二
天
、
お
よ
び
二
十
八
部
衆
の
尊
像
構
成
と
図

像
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
頃
（
七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
）、
同
時
期
に
訳
出
・

撰
出
さ
れ
た
経
軌
に
お
い
て
、
例
え
ば
実
叉
難
陀
訳
『
八
十
華
厳
』（
七
世
紀
末
）

で
は
風
神
が
「
我
慢
之
心
」
を
散
滅
し
（
巻
第
一
)26
、
如
来
の
大
智
が
四
種
の

「
風
輪
」
と
し
て
説
か
れ
る
（
巻
第
五
十
)27
な
ど
、
旧
訳
の
『
六
十
華
厳
』（
五

世
紀
前
半
）
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
な
か
っ
た
「
風
」
が
、
仏
の
智
慧
の
よ
り
具

体
的
な
性
格
と
結
び
付
け
ら
れ
、
重
要
視
さ
れ
た
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
こ
の
「
風
」
は
、
八
方
天
の
風
天
で
は
な
く
、
中
国
古
来
の
風
神
と
し

て
の
理
解
で
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
李
通
玄
撰
『
新
華
厳
経
論
』（
七
世

紀
末
～
八
世
紀
初
）
巻
第
十
一
で
は
、
明
智
慧
波
羅
蜜
中
の
十
波
羅
蜜
と
し
て

風
神
を
捉
え
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
巽
神
」
と
称
す
る
通
り
（「
風
神
。
明
智
慧
波

羅
蜜
中
十
波
羅
蜜
也
。
若
世
間
也
。
即
辰
巳
之
間
巽
神
也
｣28
）、
イ
ン
ド
由
来

の
八
方
天
の
風
天
で
は
な
く
、
巽
（
東
南
）
方
に
位
置
付
け
ら
れ
る
中
国
古
来

の
「
風
」
の
認
識
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
に
お
け
る
古
代
か
ら
の
風
神
に

対
す
る
認
識
、
先
述
の
「
巽
」
は
「
風
」、「
東
南
」
で
あ
り
、
そ
し
て
、
万
物
は

「
震
」（
東
）
に
出
で
て
「
巽
」
に
お
い
て
整
い
は
っ
き
り
と
す
る
の
で
あ
る
（
説

卦
伝
第
五
章
「
万
物
出
乎
震
、
震
東
方
也
。
斉
乎
巽
、
巽
東
南
也
。
斉
也
者
、
言

万
物
之

斉
也
」）。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
の
こ
と
か
ら
、
千
手
観
音
眷
属
像
と
し
て
の
風
神
（
そ
し
て
雷
神
）
は
、

同
じ
時
期
（
七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
頃
）
の
中
国
で
生
じ
た
密
教
的
護
法
神
の

形
成
過
程
に
お
い
て
の
八
方
天
の
「
風
天
」
と
は
関
わ
り
が
な
く
、
別
の
文
脈

で
選
択
・
構
成
さ
れ
た
尊
像
と
見
な
す
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
中

国
古
来
の
風
神
、
日
月
の
運
行
を
司
り
、
穀
風
を
も
た
ら
し
、
万
物
の

斉
を

促
す
存
在
と
し
て
の
風
の
神
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
風
」
の
働
き
を
促
す
た
め
の
「
雷
」
も
重
要
で
あ
る
。「
震
」（
東
）

は
「
雷
」
で
あ
り
（
説
卦
伝
第
十
三
章
「
震
為
雷
」）、
万
物
を
動
か
す
も
の
に

「
雷
（
震
）」
よ
り
も
疾
い
も
の
は
な
く
、
万
物
を
橈
め
る
も
の
に
「
風
（
巽
）」

よ
り
疾
い
も
の
は
な
い
。
雷
と
風
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
山
沢
に
気
が
通
じ
、

万
物
が
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
（
説
卦
伝
第
六
章
「
動
万
物
者
莫
疾
乎
雷
、
橈
万

物
者
莫
疾
乎
風
（
中
略
）
雷
風
不
相
悖
、
山
沢
通
気
、
然
後
能
変
化
、
既
成
万
物

也
」）、
さ
ら
に
、
稔
り
の
穀
風
は
虎
が
嘯
す
る
こ
と
で
吹
き
、
恵
み
の
雨
を
も

た
ら
す
景
雲
は
龍
が
挙
す
る
こ
と
で
湧
き
上
が
る
の
で
あ
る
（『
淮
南
子
』、「
虎

嘯
而
穀
風
至
、
龍
挙
而
景
雲
属
」）。「
雲
龍
・
風
虎
」
の
イ
メ
ー
ジ
さ
え
も
が
、

千
手
観
音
諸
眷
属
像
と
し
て
の
雷
神
・
雷
神
に
被
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
あ
た
か
も
、
順
行
な
自
然
現
象
ま
で
も
が
、
千
手
観
音
の
広
大

円
満
、
完
全
無
比
な
慈
悲
の
具
現
で
あ
る
か
の
よ
う
に
。

漢
代
の
風
伯
、
南
北
朝
時
代
の
神
王
像
に
お
け
る
風
神
王
、
唐
代
の
千
手
観

音
眷
属
像
（
い
わ
ゆ
る
二
十
八
部
衆
像
）
に
お
け
る
風
神
に
つ
い
て
眺
め
て
み

た
と
き
、
一
周
め
ぐ
っ
て
回
帰
し
た
、
と
い
う
感
も
拭
え
な
い
。
言
い
換
え
れ

ば
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
、
中
国
古
代
の
風
の
神
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
固
だ
っ
た
、
イ

ン
ド
由
来
の
八
方
天
像
に
お
け
る
風
天
と
は
ま
っ
た
く
異
に
す
る
尊
格
と
認
識

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
先
学
に
よ
り
言
及
さ
れ
て
い
る
通
り
、
元
来
は
別
々
の
菩
薩
で

あ
っ
た
普
賢
菩
薩
と
文
殊
菩
薩
が
「
騎
象
普
賢
」・「
騎
獅
文
殊
」
と
し
て
一
対

化
さ
れ
る
、
四
軀
一
組
の
四
天
王
像
の
図
像
的
特
徴
が
明
確
化
さ
れ
る
な
ど
、

仏
教
に
お
け
る
群
像
形
式
の
尊
像
の
中
に
は
、
元
来
は
イ
ン
ド
起
源
で
あ
っ
て

も
、
六
世
紀
前
後
の
中
国
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
、
図
像
的
特
徴
が
形
成
さ
れ
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た
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
の
中
国
は
、
諸
仏
諸
菩
薩

の
教
義
の
上
に
お
い
て
も
、
造
像
の
図
像
的
特
徴
の
成
立
と
い
う
点
に
お
い
て

も
、
そ
の
後
の
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
大
き
な
転
換
期
で
あ
っ
た
。
二
十
八

部
衆
に
風
神
（
そ
し
て
雷
神
）
が
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
も
、
仏
教
尊
像
の
中
国

的
理
解
の
中
で
生
じ
た
守
護
尊
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
再
構
築
と
い
う
観
点
か

ら
、
そ
の
解
明
の
一
端
に
本
稿
が
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

付
記本

稿
は
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
風
の
イ
メ
ー
ジ
世
界
』
International

Sym
posium
T
heIm
agery
ofW
ind（
二
〇
二
二
年
三
月
二
六
日
・
二
七
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
主
宰
：
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
風
の
イ
メ
ー
ジ
世
界
』
実
行

委
員
会
、
共
催
：
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
風
景
表
象
研
究
班
・
ネ
ー
デ
ル

ラ
ン
ト
美
術
研
究
会
、
後
援
：
美
学
会
・
美
術
史
学
会
）
に
お
け
る
口
頭
発
表

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
風
神
」
表
現
の
変
遷
」
T
ransitions
in
the

representations
ofFēng-shén
(the
deity
ofw
ind)
in
the
East
A
sia

regionに
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

註１
蓮
華
王
院
本
堂
当
初
の
千
手
観
音
像
の
体
内
に
納
入
さ
れ
て
い
た
紙
本
木
版
墨
摺
木
版
画

（
平
安
・
長
寛
二
年
〔
一
一
六
四
〕、
妙
法
院
）
に
も
千
手
観
音
立
像
と
と
も
に
そ
の
諸
眷
属

像
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
の
風
神
も
、
長
め
の
風
袋
を
左
肩
か
ら
右
脇
に
通
し
、
両
手

で
そ
の
口
元
付
近
を
押
さ
え
て
い
る
。

２

「
応
龍
畜
水
蚩
尤
請
風
伯
雨
師
縦
大
風
雨
」（『
山
海
経
』
大
荒
北
経
）

「
風
伯
為
作
先
驅
兮
氛
埃
辟
而
清
涼
」（『
楚
辞
』
遠
遊
）

３

松
田
稔
「『
山
海
経
』
に
お
け
る
風
の
記
述
―
そ
の
神
話
的
要
素
の
考
察
―
」（『
國
學
院
女

子
短
期
大
学
紀
要
』
四
、
一
九
八
六
年
三
月
）
一
八
頁

４

漢
代
の
災
異
説
、
天
の
無
為
説
・
天
の
自
然
性
に
関
し
て
は
大
部
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。

本
稿
で
は
主
に
次
の
論
考
を
参
照
し
た
。
田
村
専
之
助「
楚
辞
に
お
け
る
気
象
観
」（『
天
気
』

七
（
八
）
一
九
六
〇
年
）、
日
原
利
国
「
災
異
と
讖
緯
―
漢
代
思
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」（『
東

方
学
』
四
三
、
一
九
七
二
年
）、
影
山
輝
國
「
漢
代
に
お
け
る
災
異
と
政
治
―
宰
相
の
災
異

責
任
を
中
心
に
」（『
史
学
雑
誌
』
九
〇－

八
、
一
九
八
一
年
））、
溝
口
雄
三
「
中
国
の
〈
自

然
〉」（『
文
学
』
一
九
八
七
年
六
月
号
、
岩
波
書
店
）、
溝
口
雄
三
「
中
国
の
〈
天
〉」
上
・
下

（『
文
学
』
一
九
八
七
年
十
二
月
号
・
一
九
八
八
年
二
月
号
、
岩
波
書
店
）、
影
山
輝
國
「
董
仲

舒
に
至
る
災
異
思
想
の
系
譜
」（『
実
践
国
文
学
』
三
四
、
一
九
八
八
年
）、
池
田
知
久
「
中
国

古
代
の
天
人
相
関
論
―
董
仲
舒
の
場
合
」（『
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る
』
七
、
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
九
四
年
）、
栗
田
直
窮
『
中
国
思
想
に
お
け
る
自
然
と
人
間
』（
岩
波
書
店
、
一
九

九
六
年
）、
佐
野
誠
子
「
異
を
め
ぐ
る
五
行
志
と
志
怪
書
―
「
異
」
を
め
ぐ
る
視
点
の
相
違
」

（『
東
方
学
』
一
〇
四
、
二
〇
〇
二
年
）、
河
野
文
武
「
中
国
古
代
文
化
の
中
の
自
然
観
と
審
美

観
に
つ
い
て
」（『
多
摩
大
学
研
究
紀
要

経
営
・
情
報
研
究
』
九
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、

佐
々
木
聡
「
王
充
『
論
衡
』
の
世
界
観
を
読
む
―
災
異
と
怪
異
、
鬼
神
を
め
ぐ
っ
て
」（
東

ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
怪
異
を
媒
介
す
る
も
の
』
ア
ジ
ア
遊
学
一
八
七
、
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
五
年
）、
伊
藤
涼
「
王
弼
に
お
け
る
「
物
」
と
「
道
」
―
『
老
子
』
に
對
す
る
注
釋
態
度
に

觸
れ
て
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
三
七
、
二
〇
二
〇
年
）、
江
暁
原
・
汪
小
虎
「
第
二
章

天
学
与
伝
統
政
治
文
化
」（『
中
国
天
学
思
想
史
』
南
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
、
一
三

～
二
二
頁
）。

５

友
田
真
理
「
漢
代
美
術
に
お
け
る
自
然
現
象
の
擬
人
化
と
そ
の
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題
：
風

伯
図
像
、
雨
師
図
像
を
中
心
に
」（『
奈
良
美
術
研
究
』
一
二
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
一
四
〇

～
一
四
一
頁
。
友
田
真
理
論
考
に
お
い
て
、「
表
１

漢
代
美
術
に
見
る
風
伯
図
像
一
覧
」

と
し
て
、
二
十
七
例
の
紹
介
と
そ
の
図
像
分
類
（「
吐
気
型
」：
口
か
ら
息
を
吐
き
出
す
、「
発

屋
型
」：
口
か
ら
吐
き
出
し
た
息
で
家
屋
の
屋
根
を
吹
き
飛
ば
す
、「
抜
樹
型
」、「
長
袖
型
」）

が
な
さ
れ
、
そ
の
傾
向
と
推
移
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
一
六
八
頁
）。
ま
た
、
そ
う
し
た

風
伯
図
像
の
変
遷
の
背
景
と
し
て
、「
遅
く
と
も
後
漢
時
代
初
期
以
降
に
お
い
て
は
、
災
畏

思
想
と
極
め
て
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
」（
一
六
〇
頁
）
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
に
お
け
る
「
懲
罰
神
」
と
し
て
の
風
伯
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
友
田

論
考
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。

６

「
抜
樹
型
」
風
伯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
５
友
田
真
理
論
考
一
五
六
～
一
五
九
頁
に
、「
長
袖

型
」
風
伯
に
つ
い
て
は
同
一
四
四
頁
に
言
及
が
あ
る
。
な
お
、
同
じ
く
「
長
袖
型
」
風
伯
に

つ
い
て
述
べ
る
先
行
研
究
と
し
て
、
李
錦
山
「
歴
史
故
事
与
神
話
伝
説
」（『
魯
南
漢
画
像
石

研
究
』
知
識
産
権
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

７

徐
州
漢
画
像
石
芸
術
館
に
は
「
百
戯
図
」
と
題
す
る
画
像
石
が
二
面
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
い

ず
れ
も
江
蘇
省
徐
州
市
銅
山
区
洪
楼
出
土
、
後
漢
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
二
面
は
大
き

さ
が
異
な
り
、
一
つ
（
こ
れ
を
本
稿
で
は
「
百
戯
図
」（
そ
の
１
）
と
す
る
）
が
一
四
九
×
二

八
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
も
う
一
つ
（「
百
戯
図
」（
そ
の
２
）
と
す
る
）
は
一
三
一
×
二
一

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

８

解
釈
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
４
河
野
文
武
論
（
一
一
八
頁
）
に
お
け
る
以
下
を
引
用
す
る
。

「
つ
ま
り
、「
天
地
そ
の
も
の
は
自・
然・
に・
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
為・
す・
こ
と
や
造
る
こ

と
は
な
い
（
意
思
や
力
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
）。
自
然
界
の
万
物
も
た
だ
自・
然・
に・
自・
律・
的・
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１-１

１-１

１-１

図1-2 修理が完了した本品左隻の展示風景



に・
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
“
仁
”
の
感
情
な
ど
は
あ
り
得
な
い
。」
言
い
換
え

れ
ば
、「
天
地
自
然
の
存
在
は
、
神
霊
的
、
神
秘
的
現
象
と
は
何
の
係
わ
り
も
な
く
、
人
間
に

対
し
て
も
何
ら
特
別
の
感
情
や
仁
愛
の
心
を
抱
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
言
う
説
で

あ
る
。」

９

田
辺
勝
美
「
ク
シ
ャ
ン
朝
の
風
神
ア
ネ
モ
ス
・
ウ
ァ
ド
ー
と
東
洋
の
風
神
の
風
袋
の
出
現

俵
屋
宗
達
と
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
間
」、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
編
『
江
上

波
夫
先
生
米
寿
記
念
論
集
文
明
学
原
論
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年

10

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
、
大
正
）
一
八－

八
七
九
上

11

大
正
一
六－

四
二
七
上

12

大
正
二
〇－

一
〇
八
中

13

大
正
二
〇－

一
三
八
上
～
一
三
九
上

14

拙
稿
「
二
十
八
部
衆
像
の
成
立
―
八
部
衆
像
と
の
関
連
か
ら
―
」（『
蓮
華
』
九
八
、
妙
法
院

門
跡
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）
二
八
～
三
二
頁

15

第
六
一
龕
に
天
宝
十
三
載
（
七
五
四
）
の
年
紀
が
あ
る
。
作
風
か
ら
も
矛
盾
は
な
い
た
め
、

第
六
四
龕
も
お
よ
そ
こ
の
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

16

八
部
衆
像
の
成
立
と
神
王
像
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
書
を
参
考
さ
れ
た
い
。
水

野
さ
や
『
八
部
衆
像
の
成
立
と
展
開
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
七
年

17

「
口
よ
り
イ
ン
ド
ラ
と
ア
グ
ニ
（
火
神
）
と
、
気
息
よ
り
風
生
じ
た
り
」（
辻
直
四
郎
訳
『
リ

グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
〇
年
五
月
、
三
二
〇
頁
）

18

前
掲
註
17
辻
直
四
郎
訳
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』、
四
八
頁

19

「
ヴ
ァ
ー
タ
は
医
薬
を
吹
き
も
た
ら
せ
、
わ
れ
ら
が
心
に
幸
福
を
与
え
、
爽
快
を
与
う
る
と

こ
ろ
の
。
彼
が
わ
れ
ら
の
寿
命
を
延
ば
さ
ん
こ
と
を
」（
前
掲
註
17
辻
直
四
郎
訳
『
リ
グ
・

ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』、
五
二
頁
）

20

前
掲
註
17
辻
直
四
郎
訳
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』、
四
九
頁

21

大
正
二
〇－

一
〇
六
上

22

大
正
一
九－

二
四
八
下

23

大
正
二
〇－

一
〇
〇
上

24

大
正
二
〇－

二
七
一
中
～
下

25

大
正
一
八－

九
一
九
中
～
九
二
〇
上

26

「
風
神
（
中
略
）
皆
勤
散
滅
我
慢
之
心
」（
大
正
一
〇－

三
下
）

27

「
一
者
念
持
不
忘
陀
羅
尼
大
智
風
輪
。
能
持
一
切
如
来
大
法
雲
雨
故
。
二
者
出
生
止
観
大

智
風
輪
。
能
消
竭
一
切
煩
悩
故
。
三
者
善
巧
廻
向
大
智
風
輪
。
能
成
就
一
切
善
根
故
。
四

者
出
生
離
垢
差
別
荘
厳
大
智
風
輪
。
令
過
去
所
化
。
一
切
衆
生
。
善
根
清
浄
。
成
就
如
来

無
漏
善
根
力
故
」（
大
正
一
〇－

二
六
三
中
）

28

大
正
三
六－

七
八
九
中
。
な
お
、
李
通
玄
の
風
神
理
解
に
つ
い
て
、
木
村
清
孝
は
次
の
よ
う

に
提
言
し
て
い
る
。「
第
一
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
神
の
う
ち
と
く
に
風
神
に
注
目
し
、
易
を
核

と
す
る
融
合
的
な
中
国
思
想
の
大
胆
な
導
入
に
よ
つ
て
、
事
実
上
、
中
国
人
に
親
し
め
る
風

神
に
改
変
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
は
、
華
厳
経
を
強
引
に
教
証
に
ひ
き
す
え
て
、
風
神
の
智

慧
の
性
格
を
歌
い
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
中
国
的
世

界
観
に
適
応
す
る
智
慧
の
風
神
―
そ
れ
が
李
通
玄
の
確
保
し
よ
う
と
し
た
風
神
の
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
風
神
は
華
厳
経
自
体
に
と
っ
て
ぬ
き
さ
し
な
ら

ぬ
存
在
と
な
っ
た
と
と
も
に
、
華
厳
経
を
中
国
人
に
接
近
さ
せ
る
一
つ
の
強
力
な
手
だ
て

と
な
り
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」（
木
村
清
孝
「
李
通
玄
の
「
風
神
」
理

解
」、『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
二
二
(二
)、
一
九
七
四
年
）。
本
稿
を
為
す
に
あ
た
っ
て
、
こ

の
木
村
清
孝
論
考
に
示
唆
を
受
け
た
と
こ
ろ
も
大
き
い
。

（
み
ず
の
・
さ
や

美
術
工
芸
研
究
所
／
東
洋
美
術
史
）

（
二
〇
二
二
年
一
一
月
八
日

受
理
）
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図１ 山東省済南市孝堂山石祠堂 東壁頂部（拓本・部分） 後漢（『中国画像石全集』第一巻より）

図２ 山東省嘉祥県五老洼出土石祠堂 第八石（拓本・部分） 後漢（『中国画像石全集』第一巻より）

図３ 江蘇省徐州市銅山区洪楼出土画像石 百戯図（その１・部分） 後漢 徐州漢画像石芸術館
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図４ 江蘇省徐州市銅山区洪楼出土画像石 百戯図（その２・部分） 後漢 徐州漢画像石芸術館

図５ 風神王
(武定元年銘如来三尊立像 台座
部分）
東魏（543年）
イザベラ・スチュワート・ガー
ドナー美術館

図６ 風神王
(菩薩五尊像 台座部分）
北斉（６世紀）
東京国立博物館

図７ 風神王
(観音菩薩立像 台座部分）
唐（７世紀）
メトロポリタン美術館
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図８-１ 鄭山磨崖造像（千仏寺磨崖造像）第64龕
盛唐 四川省丹陵県

図８-２ 同 風神像（左壁上部）

図９-１ 劉嘴磨崖造像第34龕 盛唐 四川省丹陵県 図９-２ 同 風神（左壁上部）
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図10-１ 北山仏湾第９龕 晩唐 重慶市大足県 図10-２ 同 風神（右壁上部）

図11 風天
(旧教王護国寺・十二天像のうち）
平安（1127年） 京都国立博物館
(京都国立博物館『東寺国宝展』より）

図12 ヴァーユ
(祭壇の八方天のうち）
チャンパ（９世紀頃）
フォンディエン県Van Trach
Hoa 出土
トゥアティエン・フエ省総合
博物館

図13 ヴァーユ
ガンダーラ（１～３世紀頃）
Chhatrapati Shivaji Maharaj
Vastu Sangrahalaya




